
JP 5032591 B2 2012.9.26

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　毛髪に毛髪ストランド効果を付与する方法であって、
　毛髪ストランド効果製品を塗布する複数の毛髪ストランドの各々を独立にかつ個別に識
別する工程であって、前記複数の毛髪ストランドが、毛髪ストランド効果の少なくとも１
つのタイプの挿絵と関連付けられ、複数の髪型のうちの１つが、毛髪ストランド効果の前
記少なくとも１つのタイプの各々と関連付けられる、工程と、
　前記製品を塗布する前記複数の毛髪ストランドを識別する工程に続けて、前記製品を前
記複数の毛髪ストランドの各々に独立にかつ個別に塗布する工程と、
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記製品を塗布する前記複数の毛髪ストランドを識別する工程が、毛髪指示ガイドを参
照することを含み、前記ガイドが少なくとも１つのストランドサイズを含み、前記ストラ
ンドサイズが毛髪ストランド効果の前記少なくとも１つのタイプと関連付けられる、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記毛髪指示ガイドが複数のストランドサイズを含み、各ストランドサイズが、毛髪ス
トランド効果の前記少なくとも１つのタイプと関連付けられる、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　複数の毛髪ストランドの各々を識別する工程が、毛髪ストランド効果製品を塗布する複
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数の毛髪ストランドの各々を独立にかつ個別に識別する工程を含み、
　前記複数の毛髪ストランドが、毛髪ストランド効果の複数のタイプのうちの１つの挿絵
と関連付けられ、複数の髪型のうちの１つが、毛髪ストランド効果の前記複数のタイプの
各々と関連付けられる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記製品を塗布する前記複数の毛髪ストランドを識別する工程が、毛髪指示ガイドを参
照することを含み、前記ガイドが少なくとも１つのストランドサイズを含み、前記ストラ
ンドサイズが、毛髪ストランド効果の前記複数のタイプのうちの１つと関連付けられる、
請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記毛髪指示ガイドが複数のストランドサイズを含み、各ストランドサイズが、毛髪ス
トランド効果の前記複数のタイプのうちの１つと関連付けられる、請求項５に記載の方法
。
【請求項７】
　所定の時間待機する工程と、
　前記製品を前記複数の毛髪ストランドの各々から除去する工程とを更に含む、請求項１
に記載の方法。
【請求項８】
　前記毛髪ストランド効果製品が、毛髪ハイライト製品、毛髪染色製品、毛髪スタイリン
グ製品、毛髪パーマ製品、及びそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１
に記載の方法。
【請求項９】
　前記製品を塗布する前記複数の毛髪ストランドを識別する工程が、ユーザーの頭部の毛
髪ストランドの各々の位置を識別する工程を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ユーザーの前記頭部の前記毛髪ストランドの各々の位置を識別する工程が、毛髪ス
トランド効果のタイプを毛髪ストランド効果の少なくとも１つのタイプから選択する工程
を含み、
　毛髪ストランド効果の前記少なくとも１つのタイプが、毛髪ストランド効果の前記少な
くとも１つのタイプと関連付けられる頭部の複数の毛髪ストランドの位置の挿絵と関連付
けられる、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記製品を塗布する前記複数の毛髪ストランドを識別する工程が、前記製品を塗布する
前記複数の毛髪ストランドの各々を独立にかつ個別に選択する工程を含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項１２】
　前記製品を塗布する前記複数の毛髪ストランドを識別する工程が、前記ユーザーの前記
頭部に付けられるキャップであって、毛髪ストランドの所定の複数の位置を有するキャッ
プを使用することなく、前記製品を塗布する前記複数の毛髪ストランドの各々を独立にか
つ個別に選択する工程を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　毛髪に毛髪ストランド効果を付与する方法であって、
　毛髪ストランド効果のタイプを選択する工程と、
　毛髪指示ガイドを参照する工程であって、前記毛髪指示ガイドが少なくとも１つのスト
ランドサイズを含み、前記少なくとも１つのストランドサイズが毛髪ストランド効果の前
記タイプと関連付けられる、工程と、
　前記少なくとも１つのストランドサイズに従って毛髪のストランドを識別する工程と、
　製品を前記ストランドに塗布する工程と、を含む、方法。
【請求項１４】
　所定の時間待機する工程と、
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　前記製品を前記ストランドから除去する工程とを更に含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記毛髪指示ガイドを参照する工程が、複数のストランドサイズを含む毛髪指示ガイド
を参照する工程を含み、
　前記複数のストランドサイズの各々が、毛髪ストランド効果の複数のタイプのうちの１
つと関連付けられる、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ストランドが、選択された毛髪ストランド効果の前記タイプと関連付けられる前記
少なくとも１つのストランドサイズと類似していない場合に、毛髪の別のストランドを識
別する工程を含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記別のストランドが、選択された毛髪ストランド効果の前記タイプと関連付けられる
前記少なくとも１つのストランドサイズと類似していない場合に、毛髪の更なるストラン
ドを識別する工程を含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　複数の毛髪ストランドを識別する工程と、
　前記複数の毛髪ストランドの各々を前記毛髪指示ガイドと比較する工程と、
　選択された毛髪ストランド効果の前記タイプと関連付けられる前記少なくとも１つのス
トランドサイズと類似していない前記複数の毛髪ストランドの各々に対して、更なるスト
ランドを識別する工程とを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１９】
　前記製品を前記ストランドに塗布する工程が、
　ある量の前記製品を、第１及び第２の区分を有するアプリケータ内に置く工程と、
　前記ストランドを前記アプリケータの前記第１の区分と第２の区分との間に配する工程
と、
　前記ストランドが前記第１の区分と第２の区分との間に配された状態で、前記第１の区
分と第２の区分とを互いに向かって移動させて前記アプリケータを閉鎖する工程と、
　前記閉鎖したアプリケータを前記ストランドに沿って移動させる工程と、を含む、請求
項１３に記載の方法。
【請求項２０】
　前記アプリケータが、前記第１の区分と第２の区分とを連結するヒンジを備える、請求
項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記閉鎖したアプリケータを前記ストランドに沿って根元から自由端部へと移動させる
工程を含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　毛髪に毛髪ストランド効果を付与するシステムであって、
　毛髪ストランド効果製品と、
　少なくとも２つの部分を有する毛髪指示ガイドであって、
　　第１の部分が毛髪ストランドサイザーを含み、
　　第２の部分が、前記毛髪ストランドサイザーと類似した毛髪のストランドに前記毛髪
ストランド製品が塗布された場合に発生する毛髪ストランド効果のタイプの挿絵を備える
　毛髪指示ガイドとを備える、システム。
【請求項２３】
　前記毛髪指示ガイドが、毛髪ストランド効果の複数のタイプを含み、
　前記毛髪ストランド効果の複数のタイプのそれぞれが、毛髪ストランドサイザーと、毛
髪ストランド効果のタイプの挿絵とを有し、
　前記毛髪ストランドサイザーがある幅を有し、
　毛髪ストランド効果の前記タイプのうちの少なくとも２つに対する前記幅が異なってい
る、請求項２２に記載のシステム。
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【請求項２４】
　前記毛髪指示ガイドが、毛髪ストランド効果の複数のタイプを含み、
　前記毛髪ストランド効果の複数のタイプのそれぞれが、毛髪ストランドサイザーと、毛
髪ストランド効果のタイプの挿絵とを有し、
　前記毛髪ストランドサイザーがある幅を有し、
　毛髪ストランド効果の前記タイプのうちの少なくとも２つに対する前記幅が同じである
、請求項２２に記載のシステム。
【請求項２５】
　発生する毛髪ストランド効果のタイプの前記挿絵が複数の像を含み、各像が、異なる髪
型と関連付けられる、請求項２２に記載のシステム。
【請求項２６】
　第１の握持可能区分と、ある量の前記製品を受容するように形作られた第２の区分とを
有するアプリケータを備える、請求項２２に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記アプリケータが、ブラシ、コーム、又はワンドである、請求項２６に記載のシステ
ム。
【請求項２８】
　ヒンジによって連結された第１及び第２の区分を有するヒンジ付きアプリケータと、
　ある量の前記毛髪ストランド製品を受容するように中に形成された受け口を有する第１
の区分と第２の区分との少なくとも一方と、
　前記第１及び第２の区分であって、前記第１及び第２の区分の対向する表面が離間する
第１の状態と、前記第１及び第２の区分の対向する表面が互いに近接する第２の状態との
間で移動可能な、前記第１及び第２の区分とを備える、請求項２２に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記毛髪ストランドサイザーと、毛髪ストランド効果のタイプの前記挿絵とが別々の項
目である、請求項２２に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記毛髪ストランドサイザーが使い捨てである、請求項２９に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記毛髪ストランドサイザーが再利用可能である、請求項２９に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記毛髪ストランド製品と前記毛髪指示ガイドがキットとしてパッケージされる、請求
項２２に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記毛髪ストランド製品が、前記毛髪指示ガイドとは別にパッケージされる、請求項２
２に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般には毛髪ストランド効果を付与する方法及びシステムに関し、より具体
的には毛髪ストランド効果製品を塗布する方法及びシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　毛髪の色、明るさ、又は形状を変化させる従来のキットは、典型的には、髪のストラン
ド効果を付与する１つ又は複数の組成物を、また所望によりアプリケータツールを含む。
一時的に毛髪の形状を変化させるために、スタイリング組成物が使用されることがある。
恒久的な毛髪形状効果は、パーマ組成物を使用することによって達成することができる。
毛髪の色の変化は、直接染料又は酸化染料前駆体などの様々な組成物によって成し遂げる
ことができる。ハイライト効果には、少なくとも２つの構成成分を有する組成物、つまり
、酸化体、好ましくは過酸化水素を含有する液状の構成成分と、更なる反応性物質、好ま
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しくは過硫酸塩を含有する粉末状又はペースト状の構成成分とを使用することができる。
【０００３】
　図１は、ハイライト効果を生む先行技術による一方法２０を示す。方法２０によれば、
ハイライト組成物の構成成分はブロック２２において混合される。組成物は、所望により
ブロック２４においてアプリケータに塗布されてもよく、ブロック２６においてこのアプ
リケータから組成物は髪に塗布され、あるいは、組成物は、ブロック２６において指を用
いて毛髪に塗布されてもよい。ブロック２８において所定の時間待機した後、組成物は、
ブロック３０において髪から洗い落とすことができる。
【０００４】
　図１の方法を実施する際に使用される従来のキットは、製品の使用によって可能となる
毛髪ストランド効果のタイプの挿絵を提供することができるが、付随する指示は、所望の
効果を達成する方法よりもむしろ使用の機構で占められている。その指示は、典型的には
、構成成分を組み合わせるために、またその構成成分を安全な方式で塗布するために必要
な技法を表すものである。その指示は、典型的には、図示の又は所望の毛髪ストランド効
果を達成するためにどの程度の組成物をいかなる方式で塗布するべきかを示唆することが
ない。
【０００５】
　概して、指示のレベルが不十分であると、一貫性のない結果及びユーザーの不満につな
がることがある。たとえユーザーが細部まで綿密に指示に従っても、ユーザーは、特定の
「見た目」を得るのに必要な製品の量及び配置を決定するために、依然として試行錯誤す
る。結果として、ユーザーは多くの場合、誤った毛髪ストランドに製品を塗布し、不適切
な幅の毛髪ストランドに製品を塗布することになる。そのような塗布は、予期しない毛髪
の外観をもたらす。試行錯誤は、衣類及びアクセサリに関しては許容可能となり、望まし
くもなり得るが、毛髪の色及びハイライトに関しては、色調の結果が持久するがために、
試行錯誤を許容可能な方策と見なす人は少数である。大部分の消費者は、予測可能な結果
を好む。
【０００６】
　図１に関連して説明したキットに代わり、ユーザーは、「キャップフック（cap and ho
ok）」システムを使用して、自宅で毛髪ストランド効果を発生させることができる。その
ようなシステムの使用法を表す方法４０が、図２に示されている。ブロック４２において
、ユーザーは、処理する頭髪の頂部にキャップを置く。キャップは、その表面全体にわた
って離間した所定のホールを有する。ユーザーはキャップを毛髪の上に置いた後、ブロッ
ク４４において、フックを使用して、ホールを通じて毛髪ストランドを引っ張る。次いで
、ブロック４６において、ユーザーは、図１におけるブロック２２と同様に組成物を混合
する。製品は、ブロック４８においてキャップ全体にわたって塗布される。次いで、ユー
ザーは、ブロック５０において所定の時間待機し、ブロック５２において製品を除去し、
ブロック５４においてキャップを取り外す。
【０００７】
　ここでもまた、システム及び方法は欠点を有している。第一に、キャップ内のホールを
通じて毛髪ストランドを引っ張るプロセスは、苦痛となることがある。第二に、処理する
毛髪ストランドの位置に関するユーザーの選択は制限される。第三に、ホールを通じて引
っ張られる毛髪は、必ずしもホールの真下の頭皮から出現するわけではないため、ホール
を通じて毛髪を引っ張るプロセスは、予期しない結果につながることがある。例えば、毛
髪ストランド効果は、それぞれの根元から不確定の距離を隔てて毛髪ストランドに付与さ
れることがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　それゆえに、毛髪ストランド効果を付与するプロセスのあいまいさを取り除く方法及び
システムを提供することが望ましい。加えて、指示に従えば所望の結果が得られるという
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確信を持ってユーザーが毛髪ストランド効果製品を塗布できるように、再現可能な結果を
もたらす方策を伴った方法及びシステムを提供することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　一態様において、毛髪に毛髪ストランド効果を付与する方法が、毛髪ストランド効果製
品を塗布する複数の毛髪ストランドの各々を独立にかつ個別に識別する工程を含み、その
複数の毛髪ストランドが、毛髪ストランド効果の少なくとも１つのタイプの挿絵と関連付
けられ、複数の髪型のうちの１つが、毛髪ストランド効果の少なくとも１つのタイプの各
々と関連付けられる工程を含む。この方法はまた、製品を塗布する複数の毛髪ストランド
を識別する工程に続けて、製品を複数の毛髪ストランドの各々に独立にかつ個別に塗布す
る工程を含む。この方法は、所定の時間待機する工程と、製品を複数の毛髪ストランドの
各々から除去する工程とを所望により含んでもよい。
【００１０】
　別の態様において、毛髪に毛髪ストランド効果を付与する方法が、毛髪ストランド効果
の１つのタイプを毛髪ストランド効果の複数のタイプから選択する工程と、所望により毛
髪指示ガイドを参照する工程であって、その毛髪指示ガイドが少なくとも１つのストラン
ドサイズを含み、その少なくとも１つのストランドサイズが、ハイライト効果の複数のタ
イプのうちの１つと関連付けられる工程と、毛髪のストランドをその少なくとも１つのス
トランドサイズに従って識別する工程と、製品をストランドに塗布する工程とを含む。こ
の方法は、所定の時間待機する工程と、製品をストランドから除去する工程とを所望によ
り含んでもよい。
【００１１】
　更なる態様において、毛髪に毛髪ストランド効果を付与するシステムが、毛髪ストラン
ド効果製品と毛髪指示ガイドとを含む。その毛髪指示ガイドは、少なくとも２つの部分を
有し、第１の部分は毛髪ストランドサイザーを含み、第２の部分は、その毛髪ストランド
サイザーと類似した毛髪のストランドに毛髪ストランド効果製品が塗布された場合に発生
する毛髪ストランド効果のタイプの挿絵を含む。
【００１２】
　本開示の更なる態様は、本特許の特許請求の範囲によって定義される。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
　本明細書は、本発明とみなされる主題を具体的に指摘しかつ明確に主張する特許請求の
範囲で完結するが、本発明は、添付の図面と関連してなされた以下の説明から、更に十分
に理解されると考えられる。図面のいずれも、別段の指示がない限り、必ずしも縮尺通り
ではない。
【図１】毛髪をハイライトする先行技術の方法の実施形態を示す流れ図。
【図２】「キャップフック」システムを使用して毛髪をハイライトする先行技術の方法の
実施形態を示す流れ図。
【図３Ａ】本開示による毛髪ストランド効果を付与する方法の実施形態を示す流れ図。
【図３Ｂ】図３Ａによる毛髪ストランド効果を付与する方法の別の表現を示す流れ図。
【図４Ａ】図３Ｂの実施形態の方法に含められるような、毛髪ストランドを識別する方法
をより詳細に示す流れ図。
【図４Ｂ】図３Ｂの実施形態の方法に含められるような、毛髪ストランドを識別する別の
方法をより詳細に示す流れ図。
【図４Ｃ】図３Ｂの実施形態の方法に含められるような、毛髪ストランドを識別する更な
る別の方法をより詳細に示す流れ図。
【図５】本開示による毛髪ストランド効果を付与する更なる方法の実施形態を示す流れ図
であり、この方法は、図３Ａ及び３Ｂの方法の代用であってもそれらの方法との組み合わ
せであってもよい。
【図６】図３Ａ～５に示した方法と共に使用する、本開示による毛髪指示ガイドのページ
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又はパネルの挿絵。
【図７】図６による毛髪指示ガイドの第２のページ又はパネルの挿絵。
【図８】図６による毛髪指示ガイドの第３のページ又はパネルの挿絵。
【図９】図６による毛髪指示ガイドの第４のページ又はパネルの挿絵。
【図１０】別の毛髪指示ガイドの一部分の挿絵。
【図１０Ａ】本開示による毛髪ストランドサイザーの別の実施形態の挿絵。
【図１１】第１の塗布前の状態における、図３Ａ～５に示す方法と共に有用となるアプリ
ケータの実施形態の斜視図。
【図１２】使用中の第２の塗布状態における図１１のアプリケータの斜視図。
【図１３Ａ】ブラシ型アプリケータの実施形態の斜視図。
【図１３Ｂ】ブラシ型アプリケータの実施形態の斜視図。
【図１４Ａ】コーム型アプリケータの実施形態の斜視図。
【図１４Ｂ】コーム型アプリケータの実施形態の斜視図。
【図１４Ｃ】コーム型アプリケータの実施形態の斜視図。
【図１４Ｄ】コーム型アプリケータの実施形態の斜視図。
【図１５Ａ】ワンド型アプリケータの実施形態の斜視図。
【図１５Ｂ】ワンド型アプリケータの実施形態の斜視図。
【図１６】本開示による毛髪ストランド効果を付与するシステムの概略図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下の実施形態は、本開示による毛髪に毛髪ストランド効果を付与する方法及びシステ
ムの例示的な実施形態としての、毛髪にハイライト効果を付与する方法及びシステムに関
する。当業者であれば、毛髪の染色、毛髪のパーマ処理、及び毛髪のスタイリングの方法
及びシステムもまた本開示の範囲内に包含されることが理解されよう。したがって、その
ようなすべての方法及びシステム、並びに、毛髪の形状、色、及び明るさを変化させるた
めの、本明細書に開示されていない更なる方法及びシステムは、「毛髪ストランド効果の
方法及びシステム」という用語で包含される。
【００１５】
　したがって、図３Ａ～５は、毛髪をハイライトするための様々な方法を示し、それらの
方法は、図１６に示すシステムをひとまとめにして規定し得る、図６～１０に示すガイド
及び図１１～１５に示すアプリケータと共に使用してもよい。方法、ガイド、アプリケー
タ、及びシステムの様々な組み合わせが可能であり、そのため、そのようなすべての組み
合わせを議論しようと試みることが非実用的であることは理解されよう。同様に、方法、
ガイド、アプリケータ、及びシステムの付加的な実施形態が可能であり、そのため、その
ようなすべての実施形態を議論しようと試みることが、不可能ではないとしても非実用的
であることは理解されよう。以下は、例示的な組み合わせ及び図示した実施形態の議論で
ある。
【００１６】
　図３Ａは、概して、本開示による毛髪にハイライト効果を付与する方法６０を示す。正
に最初に、ブロック６２において、ユーザーは、ハイライト製品の塗布を計画する。極め
て明らかに、ユーザーは、ハイライト製品の毛髪ストランド上の配置を計画する前に製品
を混合してもよいが、計画工程は、必ず塗布に先立って行われる。更に、計画工程は、好
ましくは混合工程の前に生じる。計画工程について、以下でより詳細に説明する。計画工
程を完了した後、方法６０はブロック６４に進むことができ、ここでハイライト製品が混
合される。所望により、ハイライト製品は、ブロック６６においてアプリケータに塗布さ
れてもよく、そのアプリケータは図１１～１５に示すアプリケータのいずれかであり、ま
た製品は、ブロック６８においてアプリケータから又は人の指を使用することで毛髪に塗
布され、この塗布は、個別にかつ独立に実施される。製品が塗布された後、ブロック７０
に示すように、製品が作用するには所定の時間、待機することが必要となる場合がある。
所望のレベルの明るさが生じると、製品は、ブロック７２において、例えば製品を洗い落



(8) JP 5032591 B2 2012.9.26

10

20

30

40

50

とすことによって除去されてもよい。ブロック７０、７２の工程は、例えば使用する毛髪
ストランド効果製品及び付与する毛髪ストランド効果のタイプに応じて任意選択であって
もよいことが理解されよう。
【００１７】
　図３Ｂは、より具体的に、本開示による毛髪にハイライト効果を付与する方法８０を示
す。方法８０は、ブロック８２において、ハイライト製品を塗布する複数の毛髪ストラン
ドの各々の識別で開始する。毛髪ストランドの識別は、独立にかつ個別に実施されるもの
であり、図６～１０に示すような毛髪指示ガイドを参照して実施されてもよい。この工程
を完了した後、方法８０はブロック８４に進むことができ、ここでハイライト製品が混合
される。所望により、ハイライト製品は、ブロック８６においてアプリケータに、次いで
ブロック８８において毛髪に塗布されてもよく、毛髪への塗布もまた、独立にかつ個別に
実施される。製品が塗布された後、ユーザーはブロック９０において待機してもよい。ブ
ロック９２において、製品は除去されてもよい。ここでも、ブロック９０、９２は、特定
の別の実施形態に応じて任意選択であってもよいことに留意されたい。
【００１８】
　処理する複数の毛髪ストランドの各々の計画、特に識別は、方法の残りに進む前に実施
することが重要であると考えられる。上記に説明したように、従来のハイライトの方法及
びキットは、伝統的に、塗布、待機、及び洗い落としの後続工程の前に生じる計画工程を
必要としない。更に考えられることとして、製品を塗布する前に計画しない結果として、
製品は、過度に接近した若しくは過度に離れた毛髪ストランドに、又は単に誤った領域に
おいて塗布されることがあり、所望の効果とは相当に異なり得る効果がもたらされる。
【００１９】
　また、複数の毛髪ストランドの各々の識別及び複数の毛髪ストランドへの塗布は、独立
にかつ個別に実施されることに留意されたい。つまり、複数のストランドの各々を独立に
かつ個別に識別する際、ユーザーは、位置に関して頭部全体に対して各ストランドを取り
扱う間、ユーザーは、毛髪ストランドの各々を一つずつ識別する。これは、例えば指又は
コームの先を使用して毛髪ストランドを分離することによって、又は、単にユーザーが毛
髪を見て頭部周りの毛髪ストランドの位置を思い浮かべることによって行われてもよい。
同じように、製品を複数の毛髪ストランドの各々に独立にかつ個別に塗布する際、ユーザ
ーは、製品を毛髪ストランドの各々に一房ずつ塗布する。これは、アプリケータ又はユー
ザーの指を使用することによって、また単独の目的のストランドにのみ製品を塗布するこ
とによって行われてもよい。独立にかつ個別に識別し各ストランドに塗布することによっ
て、より管理され調整された結果をもたらすことができると考えられる。
【００２０】
　このように独立にかつ個別に識別し塗布することは、例えば、キャップフックシステム
を使用する従来の方法と対照をなし得るものである。そのようなシステムにおいて、キャ
ップは、ホールによって規定される所定の複数の毛髪ストランド位置を有し、それらのホ
ールは、キャップの一区分を除去することによって形成されてもよい。ホールを除去した
状態で、キャップは、ユーザーの頭部に付けられ、フックが使用されて、毛髪の一区分が
ホールを通じて引っ張られる。これは苦痛を伴うプロセスである。更に、引っ張られる毛
髪は、ホールの真下に生える毛髪と必ずしも対応しない。このようにして、毛髪ストラン
ドは、キャップの開口領域によって、また一房ずつを基準とせずに、集合的な群として識
別される。更に、製品は次いで、製品をキャップの表面上に塗布することによって、キャ
ップ内のホールに応じて、すべての毛髪ストランドに塗布される。このようにして、塗布
はまた、集合的な基準で実施される。キャップは、初期に識別されなかった毛髪ストラン
ドに製品が接触することを妨ぐだけでなく、キャップは、毛髪ストランドの位置及び配置
を思い浮かべることをも妨ぎ、このことは結果に逆効果をもたらし得るので、この製品の
結果は満足のいかないものであると考えられる。
【００２１】
　方法８０のブロック８２で識別される毛髪ストランドの識別は、実際には、相互に関連
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付けられる複数の行為の組み合わせであってもよく、それらの行為のすべてが、ブロック
８２に表すような毛髪ストランドを識別する工程をユーザーが完了するために、各実施形
態に存在しなくてもよいことは理解されよう。図４Ａは、毛髪ストランドを識別する工程
を実施する方法１００の、考えられる一実施形態を示す。
【００２２】
　方法１００は、ブロック１０２において毛髪指示ガイドの参照で始まり、その毛髪指示
ガイドの例示的な実施形態が、図６～９及び１０に示されている。例えば、図６～９の各
々は、複数ページの毛髪指示ガイドの別々のページを表していてもよい。あるいは、図６
～９の各々は、単一シート、複数パネル又は複数片の毛髪指示ガイドの別々のパネル又は
片を表していてもよい。このガイドは、図１６を参照して以下でより詳細に説明するよう
に、システム又はキットと共に使用されるパッケージとは別個のものであってもよく、ま
た、このガイドは、使用するパッケージ上に印刷されてもよい。更に、以下でより詳細に
説明するように、図１０の毛髪サイザーは、図６～９の統合された提示に代わって、図６
～９の挿絵と共に使用されてもよい。
【００２３】
　まず図６～９を見ると、図６～９の各ページ又はパネル２００は、少なくとも２つの部
分２０２、２０４を有している。第１の部分２０２は、毛髪ストランドサイザー２０６を
含んでおり、この毛髪ストランドサイザー２０６については以下でより詳細に議論するこ
とにする。第２の部分２０４は、ハイライト効果のタイプの挿絵２０８を含んでいる。図
６～９を参照すると理解されるように、各ページ又はパネル２００は、複数のハイライト
効果（図示のように、４つのタイプのハイライト効果）から選択された異なるタイプのハ
イライト効果を示す。また、毛髪指示ガイドは、例えば図６に示す単一のページ又はパネ
ル２００を有してもよいことも理解されよう。
【００２４】
　加えて、ハイライト効果の各タイプに対する各挿絵２０８は、少なくとも１つの髪型の
像２１０を含んでおり、像２１０は、その髪型２１０に対するタイプのハイライト効果を
伴った頭部２１４に、複数の毛髪ストランドの位置２１２を示している。図示のように、
各タイプのハイライト効果に対する各挿絵２０８は、複数の像２１０（図示のように、４
つの髪型を表す４つの像）を含む。複数の像２１０が提示され、各像２１０に異なる髪型
に関連付けられている場合、ユーザーは、自身の髪型に最も近い髪型の像２１０を選択し
使用することができる。別法において、挿絵２０８が単一の像２１０を含んでもよいこと
は理解されよう。
【００２５】
　したがって、図４Ａに戻ると、毛髪指示ガイドが複数のタイプのハイライト効果又は複
数のタイプの髪型を含んでいる実施形態において、この方法はブロック１０４に進むこと
ができ、ここで、ユーザーはハイライト効果のタイプを、また特定の実施形態に従って髪
型のタイプを、図示したハイライト効果及び髪型の複数のタイプの中から選択する。ハイ
ライト効果及び／又は髪型のタイプが１つのみ含まれている他の実施形態によれば、この
工程の全部又は一部は任意選択であってもよい。ハイライト効果のタイプがブロック１０
４において選択されると（必要な場合）、毛髪ストランドの識別は、ブロック１０６にお
いて、挿絵２０８などの提示された視覚的表現に従って実施することができる。ブロック
１０８において、ユーザーは、ハイライト効果を発生させる頭部の各毛髪ストランドの位
置を識別することができる。
【００２６】
　しかしながら、毛髪ガイドは、ハイライト効果のあるタイプと関連付けられる毛髪スト
ランドの位置に関して複数の情報を提供してもよい。毛髪ガイドはまた、選択されたハイ
ライト効果のタイプをもたらすのに適切な毛髪ストランドの幅についての情報を提供して
もよい。このように、方法１００はブロック１１０に進むことができ、ここで、ユーザー
は、選択されたハイライト効果のタイプと関連付けられた毛髪ストランドのサイズを識別
することができる。この情報は、ページ又はパネル２００の第１の部分２０２において提
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供することができる。この情報は、ＳＩ単位系又は米英単位系などの計測単位でのストラ
ンドの幅への言及を含んでもよい。しかしながら、またおそらくより重要なこととして、
第１の部分２０２は、毛髪ストランドサイザー２０６を含んでもよい。
【００２７】
　毛髪ストランドサイザー２０６は、毛髪ストランド効果の特定のタイプに関連付けられ
る毛髪ストランドの幅の、縮尺通りの挿絵であり、幅は効果の間で（図示の通り）、また
髪型の間でも異なることがある。したがって、ユーザーが適切に思い浮かべることが困難
となり得る、測定値としての幅を単純に提案するのではなく、サイザー２０６は、縮尺通
りの挿絵とした幅の表現を含んでいる。図示した挿絵は、線の左と右に矢印が設けられた
一対の平行線の形をなしているが、同じ情報をもった内容を視覚的に伝えるために、任意
の数の種々の挿絵、例えば図１０Ａが使用されてもよいことは理解されよう。もう一つの
別法として、サイザーは、ガイドの縁部上に規定されてもよく、また、スロットがガイド
の縁部に形成されてもよく、そのスロットの側部間の距離は、毛髪ストランドの所望の幅
に対応する。ユーザーが、縮尺通りの挿絵を参照するとき、ユーザーは、自身が選択する
毛髪ストランドの幅を調節することができ、最終結果は、ユーザーが選んだハイライト効
果と同等のより望ましいものになると考えられる。サイザー２０６は文を同様に含んでも
よく、例えば、サイザー２０６は「根元で大体この幅となるストランドを選んでください
」という一文を含んでもよい。
【００２８】
　図１０に示すように、毛髪ストランドサイザー２０６は、挿絵２０８とは別個の項目と
して含められてもよい。サイザー２０６’は、ハイライト効果の種々のタイプに関連付け
られた毛髪ストランドの幅についての挿絵２１６を含んでいる。サイザー２０６’の幅は
、図示のように（上記の図７～９と同様に）毛髪ストランドの各タイプごとに異なってい
てもよく、あるいは、その幅は、種々の毛髪ストランド効果（上記の図６と８とを比較）
と類似しているか又は同じであってもよい。この幅は更に、髪型によって異なってもよい
。サイザー２０６’は、図６～９の毛髪ガイドに示す挿絵２０８と組み合わされていない
。そのような実施形態によれば、挿絵２０８は、図６～９に示すガイドに類似したガイド
のページ又はパネル２００に設けられてもよく、そのガイドの一部分はしたがって、サイ
ザー２０６’と組み合わせて使用されてもよい。しかしながら、パネルがそれぞれサイザ
ー２０６を含む図６～９に示すガイドと共に、サイザー２０６’を使用することもまた可
能である。つまり、使いやすさのためには、毛髪指示ガイドが、挿絵２０８を含むガイド
の各ページ又はパネル２００と関連付けられ組み合わされたサイザー２０６と、挿絵２０
８が表示されているページ又はパネル２００から分離したサイザー２０６’との双方を含
むことが好都合となり得る。サイザー２０６’がガイドの他の部分と分離している場合、
サイザー２０６’は、サイザー２０６’を使い捨て又は再利用可能にする材料でできてい
てもよい。
【００２９】
　このようにして、ブロック１０８、１１０において毛髪ストランドの位置及びサイズを
識別すると、方法はブロック１２に進み、ここで毛髪ストランドがユーザーによって選択
される。上記に既に述べたように、その行為は、ユーザーによってユーザーの指又はコー
ムの先などの道具を用いて行われてもよい。更に、選択された毛髪ストランドは、毛髪ス
トランドの基部又は根元に取り付けられた毛髪ストランド選択手段を使用することで一時
的に固定されてもよい。従来よりヘアケアに使用されているクリップなどのクリップを含
めて、多くのタイプの毛髪ストランド選択機構又は手段を使用することができ、そのよう
なクリップは、例えばばねによって互いに向かって付勢された対向端部を有する。好まし
くは、ユーザーが所望の最終結果に適切なサイズを予め選択するのを支援することを目的
として所定のサイズを有するクリップが使用される。毛髪ストランドがこのようにして固
定されると、方法は、図３Ｂにブロック８６～９２によって示す混合、塗布、待機、及び
除去の工程に進むことができる。
【００３０】
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　図４Ａの流れ図に示した工程のすべてが、必ずしも、開示された方法のすべての実施形
態に従って実施される必要はないことは理解されよう。例えば、図４Ｂ及び４Ｃは、図４
Ａに示す方法１００に対する代替の方法１２０、１４０を示している。例えば、図４Ｂの
方法１２０において、ユーザーは、ブロック１２２において製品の配置を識別する工程、
ブロック１２４において毛髪ストランドの位置を識別する工程、ブロック１２６において
毛髪ストランドのサイズを識別する工程、及びブロック１２８において毛髪ストランドを
選択する工程を実施してもよい。図４Ｃの方法１４０において、ユーザーは、ブロック１
４２において毛髪ストランドの位置を識別する工程、ブロック１４４において毛髪ストラ
ンドのサイズを識別する工程、及びブロック１４６において毛髪ストランドを選択する工
程を実施してもよい。また、方法１２０、１４０は本開示に包含される。
【００３１】
　更に、方法１００の態様はそれ自体、従来のハイライト方法に対する改良となり得るも
のであることが理解されよう。例えば、図５は、先に議論した方法の態様を示しており、
ここでサイザー２０６は、毛髪ストランドサイズを識別し選択するために使用される。図
５に示す方法３００は、ブロック３０２において、複数のタイプのハイライト効果がもた
らされる実施形態におけるハイライト効果のタイプの選択で開始してもよい。ブロック３
０２においてハイライト効果のタイプが選択された後、方法３００はブロック３０４へ続
き、ここで、サイザー２０６、２０６’は、選択されたハイライト効果のタイプに関連付
けられた毛髪ストランドのサイズを識別する際に参照される。上記のように、サイザー２
０６は、毛髪ガイドを構成する他の部分（例えば挿絵２０８）と組み合わされてもよく、
また、図１０に示すサイザー２０６’として別個に形成されるか又は定義されてもよい。
【００３２】
　毛髪ストランドのサイズが識別されると、方法３００はブロック３０６に進むことがで
き、ここで、毛髪ストランドは、選択されたハイライト効果のタイプに関連付けられたサ
イズに従って選択される。選択の後、選択されたストランドをブロック３０８においてサ
イザー２０６と比較し、選択された毛髪ストランドの幅がサイザー２０６、２０６’に示
された毛髪ストランドの幅と同じ程度であるか否かを判断することができる。特定の実施
形態によれば、ユーザーは、毛髪ストランドが図示されたものと同じか否か、すなわち、
選択した毛髪ストランドが、毛髪サイザー２０６、２０６’に従って選択したハイライト
効果のタイプと関連付けられた毛髪ストランドと一致するか否かを判断しようと試みるこ
とができる。しかしながら、一般的な問題として、ユーザーはおそらく、サイザー上の挿
絵の幅との厳密な一致を得ることはなく、このことは、本開示の方法及びシステムによれ
ば許容可能である。サイザーによって、サイザーが含められていない場合と比べ、ユーザ
ーが所望の毛髪ストランド効果のスタイルを発生させるのに必要な幅により近い毛髪スト
ランドの幅を選択することが可能となれば十分である。
【００３３】
　図示のように、比較に従って、方法３００はブロック３０６に戻ることができ、また別
のストランドが選択されてもよい。プロセス３００は、選択された効果のタイプに関連付
けられた毛髪ストランドの幅に十分に近いストランドが選択されるまで何度も反復し得る
ことが理解されよう。更に言えば、ブロック３０６、３０８の行為は、選択された毛髪ス
トランドの各々に対して反復されてもよいこともまた理解されよう。別法として、第１の
ストランドのみがサイザー２０６、２０６’に対して比較されてもよく、ブロック３０８
の行為はしたがって、最初の反復以外は任意選択となる。他の実施形態が考えられ、そこ
では、特定の数のストランドのみが、選択されたハイライト効果のタイプに関連付けられ
たサイザー２０６、２０６’に示された幅とそれらのストランドが一致するか否かを判断
するために比較される。その比較は、無作為な基準で実施されてもよい。更に、その比較
は完全に省略されてもよく、識別し選択する毛髪ストランドのサイズをユーザーの意識に
留めさせるために目視検査が最初に実施される。
【００３４】
　ブロック３０２～３０８の行為がこのようにして実施された状態で、方法３００は、製
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品が混合されるブロック３１０、そして製品が塗布されるブロック３１２へ続く。次いで
ユーザーは、ブロック３１４において所定の時間が経過するまで待機し、次いでブロック
３１６において、例えば製品を洗い落とすことによって、製品を除去する。別の実施形態
によれば、ブロック３１４、３１６においてなされる行為は、任意選択であってもよい。
【００３５】
　このように図３Ａ～４Ｃの方法を図６～１０のガイドと関連して議論したので、ここで
、図１１～１５に示した複数のアプリケータを参照する。上記に議論した方法及びガイド
が、任意の数の種々のアプリケータと共に使用されてよく、そのうちの例示的な実施形態
のみが示されていることは理解されよう。図１１～１５に示すこれらのアプリケータの挿
絵を通じて、限定は意図されていない。しかしながら、図１１～１５のアプリケータは、
使用され得る広範囲にわたる塗布具を示すために図示されている。
【００３６】
　図１１～１５に示すアプリケータは、いくつかの種々のクラスに属するものとして議論
されてもよい。図１１及び１２に示すアプリケータは、ヒンジ付きアプリケータと呼ばれ
ることがある。図１３Ａ及び１３Ｂに示すアプリケータは、ブラシ型アプリケータの種々
の実施形態であり、図１４Ａ～１４Ｄに示すアプリケータは、コーム型アプリケータの種
々の実施形態である。図１５Ａ及び１５Ｂに示すアプリケータは、ワンド型アプリケータ
の実施形態であり、そのようなアプリケータは従来のマスカラブラシと似ている。
【００３７】
　まず図１１及び１２に示すアプリケータを見ると、アプリケータ４００は第１及び第２
の区分４０２、４０４を含んでいる。第１及び第２の区分４０２、４０４はヒンジ４０６
によって連結されており、このヒンジ４０６は、例えば一体ヒンジであってもよい。ヒン
ジ４０６により、第１及び第２の区分４０２、４０４は、各区分４０２、４０４が互いか
ら離間する第１の状態と、各区分４０２、４０４が互いに近接して配される第２の状態（
図１２）との間を移行することが可能となる。少なくとも第１の区分４０２は、空間又は
凹部４０８を有しており、この空間又は凹部４０８は、その中に配されたある量のハイラ
イト製品を受容するように、第１の区分４０２の中に形成されている。
【００３８】
　次いで図１２を参照すると、ヒンジ付きアプリケータ４００の操作について議論するこ
とができる。アプリケータ４００が第１の状態（区分４０２、４０４が互いから離間して
いる）にあり、ある量のハイライト製品がアプリケータ４００内に置かれる。アプリケー
タ４００は、第２の状態（区分４０２、４０４が互い近接する）に移行することができる
。アプリケータ４００は次いで、第１の状態に戻り、毛髪ストランド５００が、区分４０
２と４０４との間に、好ましくはストランド５００の基部又は根元５０２の近くに配され
る。アプリケータ４００は次いで、第２の状態に移行され、それにより、ストランド５０
０は、第１の区分４０２と第２の区分４０４との間に配される。アプリケータ４００は次
いで、ストランド５００に沿って根元５０２から自由端部５０４まで移動され、それによ
って毛髪ストランドに沿って製品が塗布される。
【００３９】
　図１３Ａ及び１３Ｂのブラシ型アプリケータ又はブラシは、概ねアプリケータの対向端
部に配された握持可能区分６００とアプリケータ区分６０２とを含んでいる。特定の実施
形態において、撹拌器（stir）６０４がアプリケータ上に形成され、ハイライト製品を混
合するために使用されてもよい。アプリケータ区分６０２は、ある量のハイライト製品を
毛髪ストランドに塗布するために使用される複数の剛毛を含んでいる。塗布は、ストラン
ドの長さに沿って根元から自由端部までアプリケータを動かすことによって実施される。
ブラシに製品がなくなると、ブラシを製品の中に再び置き、次いで毛髪に再度接触させる
ことができる。
【００４０】
　図１４Ａ～１４Ｄのコーム型アプリケータ又はコームは、概ねアプリケータの対向端部
に又は対向側部に配された握持可能区分６２０とアプリケータ区分６２２とを含んでいる
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されていない。典型的には、図１３Ａ及び１３Ｂのブラシと対照的に、コームは複数の目
又は歯を含んでいる。また塗布は、ストランドの長さに沿って根元から自由端部までアプ
リケータを動かすことによって実施されてもよい。コームに製品がなくなると、コームを
製品の中に再び置き、次いで毛髪に再度接触させることができる。
【００４１】
　図１５Ａ及び１５Ｂのワンド型アプリケータ又はワンドは、概ねアプリケータの対向端
部に配された握持可能区分６４０とアプリケータ区分６４２とを含んでいる。図示のよう
に、特定の実施形態は、撹拌器６４４を含んでいてもよい。１３Ａ及び１３Ｂのブラシと
同様に、ワンドは複数の剛毛又は突起を含んでいるが、これらの剛毛又は突起は、共通の
軸に沿って配列された一連のディスクとして配されてもよい。ここでもまた、塗布は、ス
トランドの長さに沿って根元から自由端部までアプリケータを動かすことによって実施さ
れてもよい。ワンドに製品がなくなると、ワンドを製品の中に再び置き、次いで毛髪に再
度接触させることができる。
【００４２】
　販売及び／又は使用の目的で、図１６に示すようなシステム７００が、アプリケータ７
０２と、毛髪ストランド効果（例えばハイライト）製品７０４の供給部と、毛髪指示ガイ
ド７０６とを含めて組み合わされてもよい。前述のように、毛髪指示ガイド７０６は、少
なくとも１つのタイプの毛髪ストランド効果の挿絵と毛髪ストランドサイザーとを単一の
構成単位として含んでもよく、あるいは、ガイドは、挿絵と毛髪ストランドサイザーとを
別々の構成単位として含んでもよい。特定の実施形態によれば、システム７００は、アプ
リケータ７０２、製品７０４、及びガイド７０６を異なる供給源から入手した後に、ユー
ザーによって組み合わされてもよい。他の実施形態によれば、個々のアイテム７０２、７
０４、７０６は、アイテム７０２、７０４、７０６を共にまとめるパッケージ７０８を使
用することで、キットとして組み合わされてもよい。キットの選択肢に関し、アプリケー
タ７０２と製品７０４が、又はアプリケータ７０２とガイド７０６が、キットとしてパッ
ケージされ販売され、第３の要素が別々にパッケージされるか又は販売されてもよい。例
えば、ガイド７０６は、アプリケータ７０２及び製品７０４とは別に、例えば、店頭での
陳列から、広告の一部として、又はインターネットを通じて入手されてもよい。
【００４３】
　本明細書で開示した寸法及び値は、列挙した厳密な数値に狭義に限定されるものとして
解釈されるべきではない。その代わりに、別段の指定がない限り、そのような各寸法は、
列挙した値と、その値を包含する機能的に等価な範囲との双方を意味することを意図した
ものである。例えば、「４０ｍｍ」とした寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図
したものである。
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